
深山の林下に生える多年草。葉は長さ2-5cmの柄があり、扁円形で、長さ1.5-2.5cmになり、幅1.5-3.5cm

と長さより幅が広く、先は円いかややへこみ、基部は心形。7月頃、高さ15-20cmの花茎を伸ばし、5-10個

の花をつける。花茎はやや赤みがかり、2-3枚の披針形で膜質の鱗片葉がある。萼片は三角状卵形で先は

とがり、長さ約2mm、幅約1.5mm。花は白色で、やや赤みを帯び、径10-13mm。花柱は湾曲して、長さ6-

8mm。

但馬の山地の数ヶ所に残っているが、場所によっては
衰退傾向にある。2020年版でBランクからAランクに変
更した。

生育地である林縁から草地の移行帯の保全が重要で
ある。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、西播磨、但馬、丹波、淡路

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ツツジ科

兵庫県ランク…マルバノイチヤクソウ
環境省ランク… －Pyrola  nephrophylla  (Andres) Andres


